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　東アジア地域全体を対象に、大気汚染ガスや大気中に浮遊するエアロゾルによる褐色雲がどのように
気候に影響を及ぼすかを調べる国際観測実験（ABC-EAREX05：Atmospheric Brown Clouds-









Brown Clouds - East Asian Regional Experiment 
2005）が、本格的に始まった。
　アジア地域にて発生する褐色雲は、大気中に浮
遊するエアロゾル（注1）が高密度に集まった厚さ３
キロ程度の褐色の雲であり、主に酸性雨の原因と
なる大気汚染物質を起因とするエアロゾルや黄砂
から形成されている。この大気中の微粒子は日差
しを遮るため、地表・海洋に達する太陽光は減少
する。そのため、農作物に大きな影響を及ぼすと
ともに、アジア地域における近年のモンスーン異
常等に関連していることが指摘されている。また、
地球温暖化の正確な理解には褐色雲の実態解明が
欠かせないとされている。
　この褐色雲に関する調査研究のプロジェクトは、
2003 年、国連環境計画（UNEP）により「アジア
褐色雲国際研究プロジェクト」として立ち上げら
れた。今回のABC-EAREX05プロジェクトもその
一環であり、初めての東アジア域における褐色雲
の大規模観測である。このプロジェクトには、日
本をはじめ韓国、中国、米国の約30の研究機関（代
表研究機関：東京大学、ソウル大学）が参加して
いる。観測サイトは東アジア全域で 16ヶ所あり、
偏西風の風下である日本は、落石岬（北海道）、福
江島（長崎県）、奄美大島（鹿児島県）、辺戸岬、
宮古島、波照間島（沖縄県）、南鳥島（東京都）を
観測場所としている。観測時期は、偏西風により
黄砂が日本に飛来する時期が選ばれ、３月７日か
ら３月 25日の期間に一斉観測が実施された。各観
測サイトでは、大気汚染ガス（オゾン、一酸化炭
素、二酸化炭素、二酸化硫黄、窒素酸化物、揮発
性有機化合物）やエアロゾル（粒子径、質量濃度、
化学成分、分布）、日射量、赤外線放射量が測定さ
れた。また、人工衛星からもエアロゾルや雲の観
測が同時に行われた。各観測サイトで使用される、
異なる測定機器間において基準を一致させること
は非常に重要である。そのため、観測サイトの一
拠点である韓国・済州島に、各測定地で使用する
測定機器を持ち寄り、同じ標準物質および手順で
各機器の校正を行い、データの分析が実施された。
今回一斉に観測されたデータは、2005 年６月末に
日本で開催されるデータ解析ワークショップで発
表される予定である。
（注１）大気中に浮遊している固体あるいは液体の微細な粒
子のことをいう。エアロゾルは、太陽光を散乱・吸収した
り、雲の凝結核として働くことによって雲の性質を変化さ
せ、気候に複雑な影響を与えることが指摘されている。
東アジアにおける観測サイト
http://www.u-tokyo.ac.jp/public/pdf/170303.pdf より
